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研究の背景

平成27年9月関東・東北豪雨による常総市の水害

極端豪雨の

激甚化

極端豪雨の
増加による
水害の頻発
化・激甚化
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・宅地及び公共施設等の浸水が概ね解消するまでに10日を要した。
・避難の遅れ等により、多くの住民が孤立し、約4,300人が救助された。



研究の背景
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※関東地方整備局の資料より引用

研究の必要性

• 浸水範囲が拡大中の場面で住民への適切な避難指示を行う
ためには、浸水到達範囲を可能な限り迅速にモニタリング
することが重要。

• 洪水後の迅速な復旧のためにはポンプ
車による排水のため、湛水量（洪水に
より溜まった水の体積）の迅速な把握
が重要。

• しかし常総水害時の国土地理院での事例では、浸水範囲の
把握と浸水面積の算出に概ね撮影後10時間、湛水量の推定
にさらに５時間を要した。

• さらに、夜間に水害の状況を把握することが現状では困難。

（常総水害時の排水ポンプ車の活動：
関東地方整備局）

住民の避難誘導や救出活動、ポンプ車の配置等の排水計画の立案には、
浸水状況の迅速な把握と昼夜問わないデータ取得が重要。
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近年の状況

近畿地方整備局ヘリサット「きんき号」による正射画像
のリアルタイム送信結果(2015.9.11）

防災ヘリコプターのビデオ画像等か
ら正射画像を作成、ウェブ地図（統
合災害情報システム：DiMAPS）上
にリアルタイム表示するシステムが
稼動（国土交通省、H27年9月～）

UAV等、これまでに利用できな
かったデータ取得方法も利用可
能に

国土地理院によるUAV飛行実験(2015.3.10）

※「UAVを用いた公共測量マニュアル（案）」
及び「公共測量におけるUAVの使用に関する安
全基準（案）」が2016.3.30公表
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統合災害情報システム（DiMAPS）

Slide 6※平成27年9月1日 国土交通省報道発表別紙資料より



研究の目的と研究内容
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研究目的：
水害発生時に浸水の状況を迅速に把握し、

避難誘導・排水計画の立案等の対策に役立てる

浸水状況
の迅速な
把握

テキスト

テキスト

テキスト

浸水状況のリアルタイム
把握のためのシステム開発

昼夜問わないデータ
取得に向けた足がかり

自動的に浸水範囲を特定
する検出器の作成を目指
し、遅くとも１時間以内に
浸水到達位置を計測

夜間の浸水範囲特定に
効果があるセンサーを調
査
夜間のデータ取得試験

精度の高い
湛水量の把握

４時間以内に浸水
範囲を計測・推定
し、浸水面積及び
湛水量を算出

夜間データにも適合した検出アルゴリズムの検討

研究内容１：浸水状況のリアルタイム把握のためのシステム開発

防災ヘリの正射画像を用い、迅速に浸水到達範囲を検出・描画

防災ヘリ

DiMAPSの正射画像
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浸水境界検出器を用いた
リアルタイムの境界検出

浸水境界を自動的に出力
（地理院地図・DiMAPSに表示
可能な形式）

• 自動検出・手動を併
用し、撮影後1時間以
内（従来の1/10）に
浸水到達位置を計測
できるシステムを開
発

※数字は常総水害程度
の水害を想定

（夜間データに関する成果
（次ページ））

逐次、迅速に伝達

判読支援用の標高段彩画像

＋

（データ範囲が部分的、断片的でも行う）

発災前の正射画像

＋
リアルタイムに浸水範
囲の境界を検出可能な
アルゴリズムの作成

・浸水部の特徴的なRGB値
・その他浸水範囲特有な条件を利用

手動による描画



夜間にも利用可能なセンサーで浸水到達範囲の計測を試み、
浸水範囲検出アルゴリズムを検討。

夜間データによる浸水範囲（イメージ）

システム開発方針の策定
（実用化要件とりまとめ）
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研究内容２：昼夜問わないデータ取得に向けた足がかり

（研究内容１の）検出器に追加することで夜間への対応を目指す

様々なセンサーによるデータ取得方法の調査・検討

暗視カメラ

レーザースキャナSAR (X-band)

超高感度カメラ熱赤外線カメラ

衛星・航空機による
熱赤外線画像

Landsat-8

夜間データ
取得実験
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頂点からバッファを発
生させ土手等を外した
標高値を取得

湛水量の算出

• 撮影後4時間以内（従来の約1/4）に
計測・推定できる実用システムを開発

※数字は常総水害程度の水害を想定

浸水域の全容把握

浸水範囲ポリゴン＋標高
データ

浸水面積の算出浸水範囲ポリゴン

補間計算により推定水
面標高データを作成

標高データとの差分
（推定浸水深の算出）

湛水量の算出で解決すべき点

• 土手が交差する所など過
大な値になり水面が歪む
ケースがある（上図）

• バッファのサイズにより
結果に差

研究内容３：精度の高い湛水量の把握

システムへの反映

湛水量・浸水面積の数値を算出



想定される成果と活用方針

国土交通省内でデータ共有（DiMAPS）

浸水範囲・湛水量
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浸水境界データの提供
（撮影後１時間以内）

実際の災害対応に活用するこ
とで住民の避難誘導を促し、
取り残される住民数を低減

浸水範囲・湛水量データの
提供（撮影後４時間以内）

・応急対策の立案に活用
⇒排水計画（ポンプ車の手配）

・被災規模の概算
（被災住民の安全・安心）

実施体制・協力体制
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研究での連携・協力

国土技術政策総合研究所
河川研究部水害研究室

行政施策に関する
助言・相談

地理情報解析研究室
・研究計画立案
・研究の推進

国土交通省
水管理・国土保全局

外注

システムの構築・計測等 情
報

交
換

・
連

携

国
土

地
理

院
内

の
関

係
部

署



【ヘリサット】 ヘリコプターから衛星通信によって空撮映像
等を直接電送するシステム。

【UAV】 無人航空機（Unmanned aerial vehicle）。通称ド
ローン。

【検出器】 ここでは、コンピュータビジョンの分野で用いら
れる検出器（detector）を指す。画像処理の組み合わせによっ
て特徴的な地物を検出するアルゴリズム。

【特徴点】 画像マッチングの分野で用いられる用語で、画像
の中で検出が容易な点（角、輪郭、同一色エリアの中心等）を
指す。
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用語集


